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　1月23日㈰、米沢市長が、本年4月17日執行予定の帯広市長選挙への出馬を正式
に表明しました。
　多くの皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
（以下、市長の出馬表明会見における言葉を掲載します。）

　私、米澤則寿は、本年４月10日告示、４月17日執行予定の帯広市長選挙に出馬することを
決意いたしました。
　去る１月16日に、連合後援会から出馬要請をいただき、慎重熟慮いたした結果、出馬の決
意に至ったものです。
　これまで３期12年、市民の皆さんの絶大なるご支援をいただき、公約の実現とまちづくり
に真摯かつ誠実に努めてまいったところであります。
　４期目へのチャレンジにあたっては、これまでの３期の単なる延長ではなく、改めて初心に
戻って、市長としての責任の自覚、勇気をもって使命を全うする覚悟の所在を自らに問いかけ
てまいりました。
　世の中が加速的に変化する中、さらにコロナ禍が加わり、経済再生は極めて難しい状況にあ
ります。
　立ち上がり前進するには、経済的な感覚と経験を持ち、かつ、市民の皆さんといろいろな関
係性を築いてきた人間が市長をやることが必須であり、ベストであるとの思いに至りました。
　十勝・帯広の、コロナ後の「新しい未来」をつくること。
　フードバレーとかちの「New Stage」に向けた４年をつくるために、後には引けません。
　司馬遼太郎の「峠」は、私の愛読書の一つですが、主人公
の河井継之助が出処進退について次のように語っています。｠

「人が世にある時、もっとも大切なのは、出処進退。
　　進むと出ずるは上の人の助けを要さねばならないが、
　　　処ると退くは人の力をからずとも自分でできるもの」
　最近は、これを曲解して、政治家が保身の方便にする残念
な事態が散見されますが、本来の趣旨は自明だと思います。
　市長選挙に出馬するということは、後援会をはじめ市民の
皆さんの応援という助けがあって初めてできることです。
　先週、後援会から正式に要請文をいただき、併せて多くの
皆さんから後押しする声をいただきました。
　私の人生にとっても大切な出処進退ですが、私、米澤則寿
は、本年４月に執行予定の帯広市長選挙に立候補することを
決断いたしました。
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各種広報お知らせ

　後援会では、米沢市長の勝利に向けて、全力で取り組んでまいります。
　会員の皆様方におかれましては、米沢市長のまちづくり、市民の幸せ実現への強い思いをご理解賜り、
お力添えをいただけますようお願い申し上げます。

後援会からのお願い

　1月16日㈰、米沢のりひさ連合後援会の役員会を開催し、後援会の総意として、米沢市長に4月に行われる帯
広市長選挙への出馬を要請することを決定しました。
　役員会終了後、米沢市長に要請文を渡し、出馬を要請しました。（以下、要請文を掲載します。）

米 沢 則 寿　殿
　2010年４月21日、あなたが市長に就任してから、３期12年が
経とうとしています。
　この間、あなたは「フードバレーとかち」を旗印に掲げ、十勝
19市町村の繋がりを強め、多くの施策を展開してきました。
　就任当初から、将来を見据えた戦略の元、時機を失せず必要な
種をまき、育ててきた成果は、地域の人口や地価など、他地域と
の明確な違いとして、優位性が明らかになってきました。
　さらに、この地域にある優れた資源を活用した多くのチャレン
ジが生まれ、十勝・帯広が全国から注目されるに至っています。
　我々のもとには、米沢市長の力を高く評価し、４月の市長選へ
の出馬を願う声が多数届いています。
　また、過日、十勝圏活性化推進期成会の会長に推挙され就任さ
れたことは、十勝全体で米沢市長のこれまでの取り組みを認め、
その手腕に対する期待が高まっていることの証であります。
　十勝・帯広が、活力ある地域として、さらに発展を続けて行く
ためには、確固たる信念と行動力を兼ね備え、地域を牽引できる
リーダーが必要です。
　それは、米沢則寿さん、あなたをおいて、他にいないと確信するところです。
　本日開催した連合後援会の役員会において、後援会の総意として市長選への出馬を要請する
ことを決定いたしました。
　どうか、人々が夢を実現し、希望を持って住み続けることができる十勝・帯広を実現するた
め、引き続き、帯広市長として力を尽くされる決意をお願いし、出馬を要請いたします。｠
　　令和４年１月16日｠

米沢のりひさ連合後援会
会長　稲 葉 秀 一
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